
【目的１ /福島型木質バイオマスガス化発電の確立】
木質バイオマス発電とその残渣（灰）のポルサイト変換の逐

次反応を念頭に、ポルサイト作成時に添加する安定同位体セ
シウムを発電時に添加することで、発電の高効率化するシステ
ムの確立を目指す。この残渣（灰）のポルサイト変換を通して能
動的森林除染システムを提案する。
▶ セシウム添加木質バイオマスのガス化における効率化手法の確立

▶ セシウム添加木質バイオマスガス化灰のポルサイトへの変換条件確立

【foR-Aプロジェクト】
福島特化型ガス化発電法の確立と最終処分材料へ変換されたセシウムの安全性評価
（共生システム理工学類准教授 大橋弘範（代表）・小井土賢二・坂西欣也・菊池啓一郎・原尚志）
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【目的２ /放射性セシウムの最終処分と安全評価】
放射性セシウムの最終処分形態の一つと言われているポルサ

イトが、どのくらい優れているかを、特殊な２つの手法を用いて検
証する。
▶ ポルサイトからのセシウムの漏出試験と他の物質との漏出性能比較

▶ ガンマ線を用いたポルサイトの耐放射線性試験とその条件検討
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